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から言えば、市民の間に完全な合意が成り立
つことが望ましいかどうか
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のものとするのであるから合成に参加する各ベクトルは、合成に際し大きさも向き
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もそのままで合成
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という意味で
は互いに平等で納得しうる
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上述の自由を享
受する。自分の合成前の選好を（図の点線の位置に平行移動する立場の変更はあっても）集団
ベクトルの構成要素として元のままの自分が望んだとおりの志向性と大きさで、つまり「他者
による抑圧を受けない」形で集団の選好に反映させうる、その意味で「自由であるように強制
される」ことになる。
　以上の検討からすると、ルソーの社会統合構想は、合意形成手段にベクトル合成を用いてさ
えいれば、そして適用領域の規模の問題に留意しさえすれば、ルソーの理念の意図したように
実現しうるはずだったものと思われる。
おわりに
　以上、本稿はルソーの民主主義理念の実現可能性を検証すべく、従来のルソー研究のアプロー
チとは異なる合意形成の観点からルソー的民主主義の機能的理念型構築を試み、先行研究の成
果を用いてベクトルモデルを作成、そのモデルの生み出す結果のルソー理念との適合性の検討
まで行ったことで、一応当初予定の本稿課題、ルソーの理念は実現可能かという問いに、ベク
トル合成という合意形成手続にその社会集団全構成員の同意が得られる限り、という条件付き
で可能との結論を得た。つまりベクトル合成手続きで選好の異なる他者との合意形成に他者と
の相互尊重で臨み、合成結果の集団ベクトルはそのうちに自分のベクトルも他者のそれと平等
に反映されていることを理解の上で、合成前の自分の選好と完全に一致しなくても受け入れる、
調整と妥協の必要な手段であることを了解すれば、ルソーの理念は実現の可能性があるのであ
る。
　この結論により、ルソーの理念の一般意志や共通善の価値問題及びその動機付けの難問に解
決が付かなくても、他者との相互尊重や調整・妥協を受容する人々の間で行われる限り、とい
う留保付きでなら、ルソー的理念や価値の現実性を自分なりに確信できたのである。が、逆に、
その留保をつけねばならないという状況が理解できたからこそ、ルソーの“市民的徳”の問題
も検討せねばならないのではないか、と考えるようにもなった。それも、その“市民的徳”と
は何かを検討するだけではなく、その徳が現実の人々の間で実際に機能していなければルソー
的理念の実現は難しいということになる。どうすれば徳のような特定の価値観を、市井に生き
る現実の、それこそ多様な人々に受け入れてもらえるのか。しかも、ルソー的な自由や平等の
理念の本質を毀損せずに。
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　これは、本稿冒頭で取り上げた井上論文でルソー的理念の現実化には共通善の動機づけと合
意形成メカニズムの二つの問題があると指摘されている通りであり、本稿はその二つの問題の
うちの一つ、合意形成メカニズムに一応の説明をつけられたにすぎない。やはりルソー理念の
全き実現にはその二つの問題どちらもを究明の対象とせねばならなかったようである。今後へ
の重要課題である。
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